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修士論文要旨
【問題と目的】
　労働者のうつ病がもたらす問題は，本人のみならず社会
的にも深刻であり，うつ病の早期発見・早期対応は必須で
ある。職場において，他者によるうつ症状の兆候評価は適
切な早期発見に繋がると考えられるが，他者が客観的に対
象者の行動を評価し，うつ症状の兆候を捉える検討した研
究は殆どなされていない。そこで本研究では，「メンタル不
調につながる兆候」の他者評価と自己評価のうつ症状およ
び職場適応、精神疾患の可能性との関連の有無を検討する
こと，本人のうつ症状および職場適応、精神疾患の可能性
に関連する他者評価の兆候項目を、どの時点で測定するこ
とがより予測力を高めるのかについて検討することの２点
を目的とする。検討は，清水，2011）が作成した「メンタ
ル不調に繋がる兆候の評価尺度」を用いる。
【方法】
調査対象者　某地方自治体において，１　メンタル不調に
て休職・病休などの経験があり，現在復職している職員（以
下，被評価者）15名（男性のみ，45.47±5.78歳）（以下，被
評価者），２　１の職員の同じ職場の上司・同僚24名（男性
23名，女性１名，52.33±6.06歳）（以下，評価者）を対象
とした。評価者は複数名を対象とし，被評価者と評価者の
ペアリングを行った。
調査材料：
評価者①他者評価：他者評価版メンタル不調に繋がる兆候
（清水，2011），②評価者のストレス：職業性ストレス簡易
調査票
被評価者①うつ症状の重症度：Beck Depression Inventory 
-Ⅱ（BDI-Ⅱ），②職場適応の困難感：復職後困難感尺度（宣，
2013），③精神疾患罹患の可能性：Kessler Psychological 
Distress Scale（K6）
手続き　調査期間2013年１月～12月に，質問紙調査法を用
い，縦断的（初回，１ヶ月後）に実施した。
【結果】
　まず，他者評価による兆候と，うつ症状，職場適応，精
神疾患罹患の可能性との関連を検討するため，（１）同時点，
（２）初回と１ヶ月後の２時点，（３）２時点の変化量，に
ついてスピアマンの順位相関係数を求めた。次に，抽出し
た兆候尺度の項目の組み合わせの違いにより，うつ症状の
重症度，職場適応，精神疾患の状態把握，及び，１ヶ月後
のうつ症状や職場適応の悪化，精神疾患罹患の可能性への
予測可能性の検討のため，抽出し組み合わせた項目の予測
力の検討を行った。相関係数の結果から，有意確率が示さ
れた項目を抽出し，BDI-Ⅱ，復職後困難感尺度，K6と関
連のあった項目と，（１）同時点，（２）初回と１ヶ月後の
２時点（３）２時点の変化量において，ROC解析を行い，
Area Under the Curve（AUC）の値を求めた。続いて，
AUCの値が0.70以上の項目による望ましい組み合わせの
検討，および，臨床場面での適応範囲が広い有力なセット
を抽出するため，算出したAUC値を基に，（１）１つのセッ
トで多くの予測が可能なもの，（２）特定の予測が可能な
セット，を検討した。その結果，うつ症状の重症度，およ
び精神疾患罹患の可能性のスクリーニングが可能なsetA，
setB，また，職場適応の未来予測が可能なsetCの３つを有
力な兆候尺度のセットとした。
【考察】
　同時点，未来予測ともに，うつ症状の重症度と精神疾患
罹患の可能性を他者兆候にて捉えることが可能なことが示
唆された。また，予測力が高い項目の組み合わせとカット
オフ値を用いることにより，うつ症状の有無と精神疾患罹
患の可能性とを区別して判断することが可能な尺度の作成
が可能と考える。他者評価を行う評価者の負担の少ない尺
度作成に繋がる項目数の抽出が行えたことは，本研究の当
初の目的でもあり，臨床的に大きな意義があったと言える。
今後の課題としては，２点挙げられる。１点目は，更なる
データの蓄積である。本研究の調査対象である自治体は労
働者にとって組織制度が整っていると言える。このことか
ら結果の適応の般化のためには，様々な組織の制度の企業
や業種におけるデータの収集と蓄積が必要であると考える。
また，メンタル不調でない者のデータを収集する必要性が
ある。実際の職場では，必ずしも最初からうつ症状が現わ
れている対象だけではない。メンタル不調でない対象者の
検討を付加することで，メンタル不調の有無による被評価
者の注目すべき点を評価者に伝えることが可能となり，よ
り確実な他者評価を行うことに繋がると考える。２つ目は，
うつ症状の発症の要因の１つである職場適応困難の兆候を
捉える項目の充実を図ることである。職場においてうつ発
症と関係が深い職場適応とを他者が捉えられる兆候の項目
として抽出し，尺度を作成することで，早期発見・早期対
応に繋がると考える。その意味においても本研究において，
高い予測力をもったうつ症状の兆候を示せたことは，今後
の他者評価による尺度作成への重要な足掛かりになったと
考える。
職場において他者評価で捉えられるうつ症状の兆候
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